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図 1 規範問題 2.6.1

1 概要

MWE2012のワークショップにて紹介した規範問題の
解析結果と，モデリングやシミュレータ利用の勘所につ
いて紹介する [1]．

2 シミュレータの選択について

問題に適したシミュレータを選択するために各シミュ
レータの解析アルゴリズムについて理解しておくこと
が望ましい．少なくとも解析すべき領域の x,y,z方向の
大きさと解析すべき信号の波長の比を把握すると良い．
SONNETは平面三次元構造，すなわち層厚は波長より遥
かに短く，他の二方向は波長と同程度の構造の解析に適
する．この基準に照らして，ここでは提示された規範問
題のなかから “2.6.1オープンスタブ”と “2.3.2ストリッ
プライン給電型パッチアンテナ”について解析を試みた．

3 規範問題 2.6.1オープンスタブ

図 1に規範問題をを示す．測定については文献 [2]に
説明されている．

図 2 は，導体の断面を示している．Coarse Model で
は基板表面の εr = 8の領域は導体表面から 0.5µmの高
さに一定としてあるが，Fine Model では基板表面から
も導体表面からも 0.5µmの厚さになるよう SONNETの
BrickMaterialモデルを使っている [3][4]．

図 2 導体の断面構造　左:Coarse Model右:Fine Model

図 3 規範問題 2.6.1の測定と解析結果

Coarse Model Fine Model
BrickMaterial 使用せず 使用

メモリ 9MB 277MB
解析時間 9秒 45秒

CPU 16Core
SONNET 13.56
セルサイズ 2.5 × 2.5µm

二つのモデルの解析結果と測定値は図 3のように良く
一致したが，解析時間には５倍もの差が現れた．

4 規範問題 2.3.2 ストリップライン給電型パッチアン
テナ
図 4に規範問題を示す．測定結果は文献 [5]に報告さ

れている．
パッチアンテナの設計ではグランド導体の大きさを無



図 4 規範問題 2.3.2
εr=3.274, tan δ=0.0025, h=0.8mm, t35µm

図 5 Coarse Modelの放射パターン
限大とし，グランド導体からの放射は存在しないが，測
定では有限な大きさのグランド導体，コネクタ，ケーブ
ルなどの給電構造からの放射も無視できない [6]．ここ
では，グランド導体からの放射を無視する Coarse Model
と，グランド導体からの放射を再現する Fine Modelの
解析を試みた．

Coarse Model Fine Model
グランド導体からの放射 無い ある

グランド導体 境界の一部 境界とは独立
メモリ 13MB 2178MB
解析時間 14秒 22分

CPU 16Core i7 2GHz
SONNET 13.56
セルサイズ 0.2 × 0.2mm

上表に解析に使用したリソースを，そして図 5 には
Coarse Model，図 6には Fine Model で解析した放射パ
ターンと測定結果を示す．どちらの場合も測定値と解析
結果の間には有意な乖離がある．

5 シミュレータ活用の勘所
綿密な Fine Modelで実験とシミュレーションの結果が

一致することが良しとされることが多いが，ここでは，
各問題に Coarseと Fineの二つの解析モデルを使用した．
実務上は多くのモデルの解析を繰り返し問題の性質を把
握してゆくから，シミュレータの評価には Fine Modelの

図 6 Fine Modelの放射パターン
精度と Coarse Modelの高速性の両方が必要である．
測定では意図しないパラメータが含まれるが，シミュ

レータには意図しないパラメータを含めることはできな
い．シミュレーション結果は一定で安定しているが，測
定結果はしばしば不安定で再現性が得られないことがあ
る．測定とシミュレーションが一致しない原因を探るこ
とで意図せず見逃していた要素を発見することができる．
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